特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース11年10月２７日３７9号
●前顧問村井博氏が逝去（10年7月23日・享年94歳）されて約1年が経ちました。ゆかりの人々70人が集まって、京田辺市三山木二又公民館で偲ぶ会を開催されました。村井博氏は本会発足時から主旨に賛同し顧問を引き受けていただき、多方面でご活躍でした。京田辺市三山木二又の自宅3階を剣道場として地域の子ども達に指導をされてきました。田辺町時代には文化財保護委員として今日の遺跡保存には尽力を発揮され大きな足跡を残されました。著書には『秘められた木津川の歴史物語』を自費出版されました。
●里山農園　農園塾22日の取組み　10人の参加でミズナの間引きをしました。間引きしたものを別の畝に移植しました。その夕方雨が降って根付くには良い雨で、きっと良く成長してくれることでしょう。一週間前に間引きしたキクナは早くもぎっしり目が詰まってしまって成長の早さに驚いています。3～4日温かい日が続きますと本当に大きくなるのが早いですね。なのはなも随分大きくなり詰まってきています。急いで間引きするなり移植する必要があるようです。ここしばらくの間会誌31号の最終構成や印刷で、のぞきに行くことが出来ない間にすっかり様子が変わり、これまで虫が付いていないと喜んでいたのもあちこちに虫に食われた葉が出現しています。又雨が降り続くと春に掘削した排水用溝がすっかり浅くなってきています。今年は作物が植えられているので不必要な水の排水がスムースに進まないと成長に大きな影響がでてきます。この日は予定の1/４を残して深くすることが出来ました。なかなかスコップでの作業はきつくて思うように進みませんね。これも年齢から来る体力の後退でしょうか、少し自分に歯がゆくなってきます。この溝が完成させれば全体の水はけがスムースになって、きっと春には立派な野菜を実らせてくれることでしょう。

●会誌31号発刊　製本作業22人のご協力　400冊が約3時間30分で完成　　　印刷は21日22日で完了しました。1ページ平均約4分のスピードで印刷が進みます。206ページですから、単純計算で連続印刷で812分となり、トラブルが全く無く出来た場合連続13時間30分となります。スムースに進んだ場合です。さて印刷が出来上がって、一方では会員への送付準備封筒の購入と差出人の印刷、宛名名簿の整理とシール印刷に引き続き張り付け、手渡しと郵送の仕分け、切手の貼り付け、折込チラシや週刊ニュースの印刷、会費納入催促状作り、次から次と事前準備が続きます。こうして製本当日を迎えるのですが、それでもセロテープが無くなったなど予期せぬトラブルが連発します。製本当日は午前中の会場借用が出来ず、午後から一挙に仕上げなければ成りませんでした。30号の製本作業は19人でした、今回31号では22人もの方が集まっていただいたので、かなりスピードアップがあって、発送事務も完全に済ませて5時前に完了できました。休憩もそこそこにして一生懸命に皆さん頑張ってくださいました。本当にご苦労様でした｡
●文化祭の目的を確認　（25日の事務局会議・15人の出席）　　　これまでの文化祭は全体テーマの具体化で取り組んできた。今日では会員の多様な要望に応えるため、本会のスローガン｢自然を大切にする仲間の輪を大きくする｣のもとに8つの部会が活動を進めている。一般的には、サークルは単一目的に特化して作られているが、里山の会のスローガンはかなり広い意味合いを持っているので、多様な活動の展開が可能である。部会やサークルはさらなる発展を目指して定期的、不定期に活発な活動を展開している。重ねて本会は、年間70回以上のイベントを実施し、昨年度は6600人以上の参加を得ている。今年の京田辺市民文化祭では、サークル部会の活動を通して本会を紹介する。出展に当って、明るい明日のために大いに夢を語る場として、活動の魅力を示す。同時にこの場で本会活動の魅力を語り、新しい会員を勧誘して、会員250人を実現する。を確認しました。　　前日準備や当日のスタッフ応援をお願いします。
●これまで3回のワークショップを開いてきました。1回目は防賀川の生物を調べ、2回目では景色や残したいものなどを歩いて実感しました。第3回では、こうした実際に歩いて感じたことを土台に防賀川の100年後の姿を描きました。この夢を実現していくためにまず植樹からはじめることにしました。この植樹について大勢のご参加をお待ちしています。　みんなでしっかり取り組みましょう。里山の会では、京田辺市に生育しやすい141種の樹種を選出･絞込みを進めました。木陰やベンチがほしい。シンボルツリーがあれば、といった声が上がっているように聞いています。　さあ、皆さん29日に防賀川の100年後をイメージしながら、その実現ため一緒に話し合ってみましょう。
●文化祭の段取りに本格的に突入　11月1日には展示リハーサルを中部住民センターで10時から実施（午前中で終了）。3日には全備品の点検（事務所9時30分）。4日は展示場の飾付張出し（集合・事務所9時30分　作業は中央体育館）　模擬店の配置　里山農園からコマツナの収穫と束ね　柿販売は継続できそうです。市民文化祭スタッフの大募集中

●嵯峨芸術大学の取り組　京都駅インホメーションホールで里山の会のポスター掲示　ぜひ立ち寄って下さい　二階通路・伊勢丹百貨店向かい
京都府立山城郷土資料館主催シンポで　里山の会と木津川河川レンジャーが「木津川の自然」展で協力　11月26日　加茂文化ホール
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/









大成功させよう





第4回防賀川ワークショップ


10月29日（土）午後1時開場


京田辺市中央公民館


｢防賀川への植樹をどう進めるか｣を主題に話し合います。是非多くの御参加をお待ちしています。











週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

